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論 文 内 容 の 要 旨
本研究に用いられたパントテン酸 (PaÅ)とパンテチソ (Pass)は,いずれも動物の体内で,補酵素
CoenzymeAの前駆物質として,ステロイ ドホルモンの生成に重要な役割をもっている｡


























上記のような PaA欠乏飼料による性機能の異常は,PaA または PaSSの飼料中への添加や経口また
は皮下-の強制投与によって防止できることが実験的に証明された｡
また普通飼料に含まれる量の約10倍量の PaA またはPaSSの強化飼料で飼育した場合,妊娠率が上昇
し,一腹の産仔数が増加する結果がえられている｡
以上の実験からパントテン酸およびパンテテンは,雌マウスの性機能に関与する事実が明らかにされた
が,このことは実験動物の飼育上,また家畜繁殖学やビタミン学に貢献するところが大きい｡
よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認めるO
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